
Feature 04
将来を見据えた

「多様なキャリアパス」

個々のビジョンに合わせた多彩なキャリアを支援します。マネジメント能力を磨くフェローシップも完備

し、将来どんな場所でも活躍できるハイブリッドなリーダーへの進化を支えます。
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家庭医療総論・各論（患者中心の医療、複雑困難事例など）、外来診

療（高血圧、予防医療など）、慢性臓器疾患（心不全、認知症など）、

高齢者医療（5Ms、ポリファーマシーなど）、臨床推論（診断推論、身

体診察など）、緩和ケア／終末期／臨床倫理、リベラルアーツ（医療者

自身のケア、キャリア支援など）、病棟ミニレクチャー（意識障害、血

液ガス分析など）

レジデイで学ぶ具体的内容

様々なセッティングで

家庭医療・在宅医療を学ぶ

コミュニティホスピタルや地域のクリニックなど多様な現場で、家庭医療・

在宅医療を実践します。多職種連携やマネジメントを含めた実践的な地域

医療を深く学ぶことが可能です。

Case 01 4‒6月 7‒9月 10‒12月 1‒3月

1年目

2年目

3年目

水海道さくら病院
（総1・僻）

東京曳舟病院
（総2）

たちばな台病院
（選）

同善病院
（総1）

広尾病院
（内科）

東京曳舟病院
（ER）

広尾病院
（小児）

病院総合診療を学び、

ホスピタリストを目指す

Case 02

急性期病院での集中的な研修を通じ、妥協のないBiomedicalな臨床能

力を磨き上げます。急性期から地域へのスムーズなケア移行までを支える

高度な実践力を習得します。

4‒6月 7‒9月 10‒12月 1‒3月

1年目

2年目

3年目

東京曳舟病院
（総2）

岡崎医療センター
（内科・僻）

たちばな台病院
（総1）

広尾病院
（内科）

広尾病院
（小児）

広尾病院
（ER）

開業・継承を見据え、

プライマリ・ケアを総合的に学ぶ

Case 03

外来・病棟・在宅をバランスよく経験。将来の開業・継承を視野に入れ、総

合診療医としての高い臨床能力と、病院経営・運営のノウハウを同時に身

につけられる環境です。

4‒6月 7‒9月 10‒12月 1‒3月

1年目

2年目

3年目

豊田地域医療センター
（内科）

水海道さくら病院
（総2・僻）

軽井沢病院
（総1）

広尾病院
（小児）

広尾病院
（ER）

同善病院
（総1）

下記のケースのように、一人ひとりの将来の目標や学びたい内容に応じて、

フレキシブルに３年間のローテーションを組んでいくことができます。

また、当プログラムでは研修と並行して、MBAやMPHなどの学位取得の

ために外部の大学院に通学する専攻医や、海外留学や自分がやりたいこ

とを実現するためにプログラムを中断する期間を設け、1年延長して研修

を修了する専攻医もいます。産前産後休業、育児休業取得時にはプログ

ラムとしてバックアップする体制を整えており、医師としてのキャリアとプ

ライベートの両立ができるよう、全力で応援します。

Program
Feature 03

臨床を離れて学べるタスクフリーの学習時間「レジデイ」

インプットを重視し、毎週半日の学びの時間「レジデイ」として確保してい

ます。業務に追われることなく、レクチャーやワークショップを通じ、総

合診療医に不可欠な知識とスキルを仲間とともに習得できます。

また、専攻医が実際に遭遇した複雑困難事例の検討会（Family Medicine

カンファレンス、通称FMカンファ）も定期的に行われ、経験の共有の場

になるとともに、Bio-Psycho-Socialモデルや患者中心の医療の方法と

いった家庭医療学的なアプローチをいかに実践していくかを集中的に学ぶ

貴重な機会になっています。月に1回程度、各分野のエキスパートである

外部講師を招いてのレクチャーが開催され、プログラム内に留まらない多

くの学びを得ることができます。


